
 

 

 

 

 

 

 

 

豊島
て し ま

廃棄物処理現場の見学会 

 

 

 
 

 

 

 瀬戸内の静かな海に浮かぶ豊島
て し ま

で、国内最大級の産業廃棄物不法投棄事件が起こり、住民 549 名が訴

訟したのが 1993 年。その後、1975 年からの闘いが実を結び、住民と香川県との和解が成立したものの、

島の再生と瀬戸内海の環境保全にむけた長い道程が今も続いています。住民の熱意と誠意が近隣市町村

の住民との理解と協力を得られたことは大きな成果と言えます。多くの苦難を乗り越え、次の世代にむ

けて、地下水の浄化、瀬戸内海の浄化など息の長い取組みは営々と続いていきます。廃棄物を外に持ち

出さず、すべてを島内と直島の協力で処理していく工程は注目したいものです。 

「負債は今の世代で解決する」毅然とした姿勢は、子々孫々まで語り継ぎたいものです。 

2 日目の直島
なおしま

は、早くからアートの島として新しい風を発信し、海外からも来場者の多い所です。3 年に

一度開催される 2019 瀬戸内国際芸術祭の 2 つの島巡りのご案内です。 

🔛


